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基礎体力の向上や水上での動きを身につけるため
に行う室内トレーニング。設定された距離や時間
を目標にオールを模したハンドルを引き続ける

大庭先生は「チームは仲が良く明るい。技術も体力
もこれから」と温かい眼差しで見守り、「大会が良
いきっかけになれば」と彼らの成長に期待を寄せる

　

２
年
後
に
本
県
で
あ
る
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
見
据
え
、
５

月
、
小
林
秀
峰
高
校
に
「
ロ
ー

イ
ン
グ
愛
好
会
」が
発
足
し
た
。

　

集
ま
っ
た
の
は
、
サ
ッ
カ
ー

部
や
剣
道
部
な
ど
、
中
学
時
代

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
部
活
動
を
し

て
い
た
１
年
生
６
人
。
全
員
が

未
経
験
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
。

  

「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
」、「
ど
う
せ
な
ら
１
期
生
に
」

な
ど
入
会
の
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
。

　

主
将
の
釜
﨑
蒼
さ
ん
は
「
最

初
に
競
技
の
名
前
を
聞
い
た
時

は
『
何
そ
れ
？
』
と
い
う
気
持

ち
だ
っ
た
。
未
知
へ
の
好
奇
心

が
一
番
の
理
由
」
と
、
競
技
と

の
出
会
い
を
振
り
返
る
。

　

練
習
は
週
3
回
の
室
内
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
週
末
に
須
木
地

区
の
小
野
湖
で
行
う
水
上
練
習

が
中
心
。
室
内
で
は
専
用
の
マ

シ
ン
を
使
い
、
黙
々
と
体
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
普
段
使
わ
な
い
筋
肉
、
特

に
下
半
身
を
使
う
の
で
本
当
に

き
つ
い
で
す
」
と
釜
﨑
さ
ん
。

　

し
か
し
、
ひ
と
た
び
水
上
に

出
れ
ば
そ
の
厳
し
さ
は
喜
び
に

変
わ
る
と
い
う
。

　
「
自
分
の
力
で
水
上
を
進
み
、

風
を
切
る
感
覚
が
と
に
か
く
楽

し
か
っ
た
。
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
は
気
持
ち
よ
さ
が
全
然

違
い
ま
す
」と
目
を
輝
か
せ
る
。

　

練
習
会
場
へ
の
移
動
な
ど
で

は
、
保
護
者
や
地
域
の
協
力
が

不
可
欠
で
、「
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ー
ト
は
も

ち
ろ
ん
、
礼
儀
も
学
ん
で
い
き

た
い
」
と
感
謝
を
口
に
し
た
。

　

現
在
の
課
題
は
、
体
づ
く
り

だ
と
即
答
す
る
釜
﨑
さ
ん
。

　
「
全
員
、
筋
肉
も
体
力
も
足

り
て
い
な
い
」と
冷
静
に
分
析
。

　

ま
ず
は
９
月
に
開
催
さ
れ
る

県
の
１
年
生
大
会
で
「
全
員
で

し
っ
か
り
漕
ぎ
切
る
こ
と
」
が

直
近
の
目
標
だ
。

　

須
木
の
山
々
が
色
を
変
え
、

季
節
が
巡
っ
て
も
、
彼
ら
は
た

だ
ひ
た
す
ら
に
漕
ぎ
続
け
る
。

　

２
年
後
、
大
き
な
歓
声
と
熱

気
に
包
ま
れ
る
小
野
湖
。

　

主
役
と
し
て
水
面
に
い
る
の

は
、
彼
ら
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

前列㊧から大
おお ば
庭 南

みなみ
教諭、淵

ふちがみ
上創

そう し
史さ

ん、釡
かまさき
﨑 蒼

あおい
さん、村

むらはし
橋光

こう き
希さん

後列㊧から白
しらさき
嵜陽

あき と
翔さん、日

ひだか
髙颯

そ ら
來さ

ん、下
したばる
原優

ゆう あ
空さん

小林秀峰高校
ローイング愛好会

６
人
で
３
年
間
、
仲
良
く
真
剣
に
漕
ぎ
切
り
た
い  

―
―


